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約  要  

超高層建築物を鉄筋コンクリート構造を用いて，大地震に対して安全に，しかも経済的  

に設計を行うために開発を進めてきた「西桧建設超高層RC造くNHLRC〉構法」の耐震設  

計法の紹介と，本設計法により25階建集合住宅のモデル設計を行い，充分な耐震性能を有  

していることを示し，設計法の妥当性を確認する．  

験を行い，その両横安全性の検札施工の合理性の検討  

を行い，昭和62年5月脚日本建築センター，高層RC造  

技術検討委貞含の技術検討を経て，碁敵術の開発を終  

了した．   

本文はこのような観点から開発を行った西松建設超高  

層RC造くNH－RC〉構法の耐震設吾†法を紹介し，本設  

計法に基づいて25階建集合住宅のモデル設計を行い，そ  

の有効性を確認する．  
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§1．はじめに  

近年，都市の市街地再開発などにおいて20－40階程度  

の超高層集合住宅の計画，建設が相次いで進められてい  

る．RC造超高層集合住宅は従来の鉄骨造に比べ，病人や  

老人を含んだ人々が24時間生活する住宅として，風揺れ  

防止や遮音性など居住性に優れ，さらに工期の短縮と，  

コスト的にも有利な構造として，今後の超高層住宅建築  

の主流となるものと考えられる．超高層RC造を実現す  

るためには，a）大地震におけるRC造建築物の複雑な  

挙動をコンピュータを用いて再現することが可能となる  

ような精度の高い構造解析技術の確立，b）高強度鉄筋，  

高強度コンクリートを使用した高性能構造部材の開発，  

C）設計で要求する性能，品質の確保が合理的にできる施  

工システムの確立を必要とする．建築設計部，技術研究  

部はくNH－RC〉構法の開発に当たり，そのシステムを  

確立するためのモデル設計及び一連の構造実験，施工実  

§2．耐震設計法   

2－1基本方針  

（1）架隋の崩壊形   

地震時の建物に加わる人力エネルギーを部材の塑性化  

によって吸収，消費する粘り強く，じん性に優れた骨組  

を待るため，地震時の損傷を架構の一部に集中させるこ  

となく全体にほぼ均等に分散させる必要がある．そのた  

め，崩壊メカニズムがはり端部及び最下階柱脚の曲げ降  

伏形による全体崩壊形となるようにする．  

（2）耐震性能の目標と設計法   

耐震性能の目標と設計法を地震勤の大きさ（入力レベ  

ル）に応じTabIelに示すように2段階に分けて設定す  

る．  

（3）部材の設計   

各部材は充分な強度を確保するとともに，曲げ降伏を   

■建築設計部構造課係長  

＊＊建築設計部1主  
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生じる領域において充分な回転能力が得られるように設  

計する．このために   

① 

よる閉鎖型スタラップとし，はり主筋を拘束するよう   

に配筋し，はり端部は中央部よりもせん断補強筋を多   

くし，せん断強度に余裕を持たせ，塑性回転能力を高   

める．   

② 柱の帯筋にはコアコンクリート及び柱主筋に対す   

る拘束効果が大きく，高軸力下でも十分なじん性を確   

保出来ることを実験で確認している異形PC銅棒に   

よるスパイラルフープとし，降伏ヒンジの発生を許容   

する1階柱柱脚には，計算値以上のせん断補強筋を配   

筋する．   

③ 外端由柱・はり接合部は，はね出しはりを設けるこ   

とにより，はり主筋を定着するとともに，直交はりに   

よる拘束により，せん断強度を高める．   

Fig．1に柱，はり，柱・はり外端接合部の断面を示  

す．  

Tablel耐震性能のH標と設計法  

2－2 設計フロー   

西松建設超高層RC造くNH－RC〉構法の設計フロー  

をFig．2に示す．実際の設計においては，このフローに  

従い何度か繰り返すことによって適正な部材断面を待る  

ことができる．  

（1）仮定した断面を用い，レベル仰の予備動的解析及び  

建築基準法施行令による層せん断力係数の算定を行い，  

各々の値を上回るように層せん断力係数の分布を決め  

る．  

（2）長期荷重時と地震荷重時の応力に対し許容応力度設  

計を行う．（一次設計）  

（3）はりの曲げ終局強度を計算し，はりせん断終局強度  

のチェックを行う．次に柱の曲げ及びせん断終局強度を  

算定し，節点振り分け法によるメカニズム時応力に対す  

るチェック及び柱軸方向応力度のチェックを行い，架構  

の保有耐力を算定する．（二次設計）  

（4）架構の静的弾塑性解析を行い，崩壊メカニズム形成  

の確認及こ用も はり部材のメカニズム時応力のチェック  

を行う．  

（5ラ 静的弾塑性解析の結果より，復元力特性を設定し，  

質点系及び架構の弾塑性地震応答解析を行い，Tablel  

に示した耐震性能を満足していることを確認する．  

2－3 部材の設計法   

ここでは2－1の基本方針に基づく部材の設識去，特  

に終局設計法について記す．  

（1）はりのせん断設計   

十分な変形能力すなわち，じん性率4以上の変形能力  

を確保できるように，次式により断面算定する．   

吼≧a＋1．1（∋m  

Qu：はりせん断耐力（荒川mean式による．）  

Q：長期荷重時せん断力  

Qm：学会終局強度式より求まる曲げ耐力に基づくはり  

両端降伏時せん断力  

（2）柱の曲げ及びせん断設計   

はりの曲l邦奉伏先行形とするため，メカニズム時の柱  

応力に対し曲げ，せん断強度を充分に確保できるように，  

次式により断面算定する．  

〃〟≧1．4〟椚  

〟む：学会RC基準付20による．（圧縮応力ブロックの形  

状係数はACI仮定による．）  

〟椚：メカニズム時柱作用モーメント  

1階柱脚及び最上階柱頭は〟〟＞肌とする．  

貌≧1．3Qm  

Qu：柱せん断耐力（荒川mean式による．）  

Qm：メカニズム時柱作用せん断力  
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レベル1   レベル2   

建物の耐刷隼眼中に数度  発牛すると考えられる地  

発隼すると考えられる地  震（震度Ⅵ程度）の中の  

宗（震度Ⅴ程度）の小の  最人級の地震最大速度鮎  

最人級の地震，路人速度；  

振幅25cm．sec朴ド1   

柱，はり部材に軽微なひ  部材の一部に降伏が′仁じ  

喜耐㌫1・′l三       びわれを′巨じても降伏に  ても組物全体はi諒1壊せ圭   

能11標  はいたらない．   過人な変形も／巨じさせな  

．い   

設∵ ∴「  許容応力度．設i汁   終甘強度設計   

応答結  
闇間変形角 ト200以卜  層聞変形角 U120日卜  

闇の塑性ヰ 1．0以卜  層の塑Jl■1三率  2．0日卜  
果判定  

基準  
部材塑性率 1．0月■卜  部材塑′l■1三率 4．Ou卜  

1隙柱脚のみ2，0日卜   

〈異形PC銅棒フーフ〉  く聞鋪形スタラップ〉  

「狂  
占＝700、550  
＝  

ト絹 D35←D25  
S T D16〈YI〕13  

－はり1－  

Fig．1柱，はり，柱・はり接合部断面  
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（3）柱軸力の制限   

高軸力下でも充分な強度とじん性を確保できるよう  

に，長期荷重時・メカニズム時及びレベル（2）応答時の柱  

軸力に下記の制限を設ける．   

郎≦0．33A。吾   

郎：長期荷重時柱軸力   

A。：柱断面積（わ・β）   

差：コンクリート設計基準強度   

－0．2∧も≦凡，凡，≦0．55瑞   

凡：0．85（みβ－∑筍）昂＋∑指屯   

〃椚＝郎＋α∧㌔椚   

凡′：レベル（2）応答時柱軸力   

耽m：算定階以上のはりが全て降伏した時の軸力   

α：動的低減係数（1～0．9）   

㍍：主筋断面積   

屯：主筋材料強度   

垂加勺低減係数は高次振動の影響による柱軸力の低減効  

果を考慮したもので，Tablelに記すレベル2の人力地  

震波に対する弾塑性地震応答結果より，下式によりチェ  

ックする．  

応答最大転倒モーメント  
α＝  

各層の応答最大せん断力による転倒モーメント   

F剛主は上記に加えて以下の制限を加える．   

－0．6凡才≦凡，〃∽’（2階以上）   

－0．7凡才≦〃仰 ∧㌔，（1階）  

凡と：∑片町 最大引張耐力  

（4）柱，はり接合部パネル  

柱，はり接合部パネルは以卜のようにせん断設計する  

1．1ち≦布u＝βちu＋ちu   

ちu＝昂・（0．78－0．0016差ノ  

（F；≦244kgf／cm2）  

＝95．1  （Ft＞244kgf／cm2）   

ちu＝0．5j㌔・J∽γ   

β：拘束係数   

Tb：メカニズム時パネルせん断応力度（kgf／cm2）   

Tbu：パネル終局せん断耐力（kgf／cm2）   

鳥：パネル部せん断補強筋比  

J卿：せん断補強筋材料確度   

Ft：コンクリートの設計基準強度（kgf／cm2）  

2－4 構造規定   

部材の強度の確保及び良好なじん性を期待するため  

に，上記に示した設計法より得られた部材断面に対して，  

さらに下記の構造規定を設ける．  

（1）はりに対する最少限規定と構造規定  

1）主筋比君，複筋比γ  
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Fig．2 耐震設計ラロー   
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島％≧凡／凡   

鶴：メカニズム軸力   

凡：最大圧縮耐力   

凡＝0．85（みβ－∑花）差＋∑甘屯   

み∂：柱断面積  ㍍：主筋断面積  

4）使用するせん断補強筋   

異形PC銅棒 7．帰一1対  

2－5 地震応答解析   

耐震安全性を検討するために弾塑性地震応答解析を行  

う．建物全体及び層の地震時の挙動を把握することを目  

的とした等価曲げせん断型質点系応答解析及び柱，はり  

部材の弾塑性性状，柱軸力の動的低減係数のチェックを  

目的とした部材モデルを用いた平面架隋による応答解析  

を行う．質点系の解析モデルは，上部構造を各階床位置  

に質量を集中させた多質点系とし，基礎固定を基本とす  

るが，建設地の地盤の状況により，基礎にスウェイ，ロ  

ッキングばねを考慮した地盤隋造物達成系モデルとする  

こともめる．層の復元力特性は，部材の弾塑性性状を考  

慮した架構の静的弾塑性解析により求める．入力地震軌  

はエルセントロ1940NS，タフト1960EWの2波及び建  

物の固有周期，建設地を考慮した2波の合計4波とす  

る．人力地震軌のレベルの指標は速度値とし，その値は  

最大速度振幅25cm／s及び50cm／sとする．平面架構に  

よる応答解析は代表架構に対して行う．人力地震垂加よ質  

点系応答解析で応答の大きい1波とし，その最大速度振  

幅は50cm／sとする．以上の弾塑性地震応答解析の結果  

Tablelに示す耐震性能の目標に適合していることを  

確認して設計を終了する．  

0．4％≦月≦2．0％   

γ≧0．6（書＜1．5％の場合）   

γ≧0．8（月≧1．5％の場合）   

2）主筋径と間隔   

主筋径D25－D35   

間隔2．7d以上（dは呼び径）  

3）せん断補強筋比島   

j㌔＞0．4％，かつj㌔＞0．05左／侃y  

なお，はり両端より1．5仇かつん／4内においては，上記  

の他 2－1，（2）項にて定まる値の1．2軌上とする．   

4）帯筋のピッチ   

S＝min（Sl，S2）   

＄＝仇／4   仇：はり成   

島＝8d（SD35）d：主筋呼び径   

S＝6d（SD40）  

5）主筋の定着   

柱内通し筋の付着検定は次式による．  

J＝1．5屯・α／4掘示凋かつ，24晶＜a  

J：必要定着長さ   

q：主筋の規格降伏点強度   

α ：主筋の断面積   

¢：主筋の周長   

塊：主筋の呼び径   

2段筋長さは次式による．   

ん＝屯・α高・¢＋0．75仇   

ん：必要長さ   

鬼：短期許容付着応力度克と割裂付着強度ふの小さ  

い値   

ふ＝0．6J百（（∂／乃・塊卜刃   

∂ ：はり幅   

塊：主筋の呼び径   

〃 ：1段に並ぶ主筋本数  

6）スリーブ   

最大径12対以下（住戸階）  

200¢以下（施設階）  

かつはり成の1／4以下   

位 置 柱面より1．5β以内には設けない．  

（2）柱に対する最小限規定と構造規定  

1）主筋比昂，引張鉄筋比君   

0．8％≦昂≦4．0％かつ月≦0．8％  

2）主筋径と間隔   

主筋径D25－38 間隔2．7♂以上  

3）せん断補強筋比鳥  

」㌔≧0．2％（「般階＝㌔≧0．6％（1階）   

ただし，軸力比に応じて以下とする．  

§3．モデル設計概要  

2章に示した設計法に従って，25階建RC造の設計を  

行う．  

3－1建物及び榔要   

モデル設計建物は，東京の第2種地盤に建つ25階建の  

超高層RC集合住宅で，Fig．3に示すように5．55mの  

均等スパンの純ラーメン構造である．コンクリートは全  

階場所打普通コンクリートで，設計基準強度は汽＝  

270～360kgf／cm2である．壁は非構造部材として，ALC  

板，SFRC板としている．柱・はりの主筋はSD40（D29  

－D38）及びSD35（D25）を使用し，柱のせん断補強筋  

は異形PC銅棒SBPD135／145（FL7．2～JL13）のスパイ  

ラルフープと し，は り のせん断補強筋は  

SD30（DlO～D16）を閉鎖形として，用いている．  
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ベースシア係数の最大応答値はG＝0．13（タフトEW）  

であった．次に建築基準法施行令による地震力を算定し，  

予備垂加勺解析応答結果を上回ることを確認し，この値を  

設計地震力とした．ベースシア係数G＝0．14で外力分  

布はAi分布とした．建物の保育水平耐力は上記の設計  

地震力に対して1．5倍以上となることを目標とした．  

3－3 部材の設計   

代表的な柱・はり断面をTable2に示す．建物外同部  

下層の柱には引張軸力に対応するため柱断面中央部に芯  

鉄筋を配置している．部材の設計値と2－3で設定した  

クライテリア，2－4で設定した構造規定との比較を  

Table3に示す．  

3－ヰ 静的弾塑性解析   

設計された建築物の保有水平耐九骨組のヒンジ発生  

状況及び変柳生状を確認するとともに，地震応答解析に  

用いる各層の復元力特性を得るために，荷重増分法によ  

る静的弾塑性解析を行った．解析モデルは柱，はり，柱  

はり接合部からなる平面骨組架構とし，部材の変形要素  

として，柱は曲げ，せん断，軸方向変形を，はりは曲げ，  

せん断変形を，柱はり接合部はせん断変形を考慮してい  

る．柱，はり部材の曲げ，せん断の弾塑性性状は，部材  

の両端に配置した剛塑性回転バネにより評価する．柱・  

3－2 設計用地震力   

設計用地震力を決定するため，予備的解析を行っナ∴  

解析モデルは25質点系基礎固定等価せん断型モデルで，  

その復元力特性のスケルトンカーブはTriTlinear型と  

し，第1，第2析卓の諸定数は試行設計の結果等を参考  

に略算的に設定した．解析用地震軌はエルセントロ1940  

NS，タフト1952EW 八戸1968NS，束京1011956NS  

の4波とし，入力レベルは最大速度値で25cm／sとした．  
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［：：コ［：：：コ＝  

■rつ  ［：：コ［：：：コ＝  

×  
く＞  □□＝  

［：：：コ［：：：コ＝  

3FL  ［：＝］⊂：コ＝  

く⊃                                         く＝） Plつ  ［：：コ［：：コ⊂  

∈＞   

GL  

Table2 杭はり断血  

隅  柱   小  柱   梁   

隋  断 面   

・毒筆章  ∵≡  ・1雛 トーB】一一一    」＿B▼J  」－B」   

BxD  800×800   800×800   600×700  

弓20            巨筋   16D29   16 D29   7 D32 
7D32  

HOOP ST  4〉U7．4桓100  4U9．2（口75  4D13桓80   

BxD  900×900   800×800   650×850  

10           十二 筋  16D35   16－D29   6D35i  
6D35 

HOOP ST  4Ull．0恒100  4U13．0（n90  4D13り00   

BxD  900×900   900×900  n ■ 650×850  
5  7 D35 

6D35  

HOOP ST  4Ull．0串75  4 U13．0（ロ90  4D15桓90   

BxD  1000×1000  1000×1000  700×1000  

”  

HOOP ST  4U13．0直80  4U13．0中55  4D16（d125  

L   

れ別避難挿打貨  特別避難附段  
避難バルコニー  避難バルコニー  

X．  X】  XJ Xt XI Xら  

Fig．3 モデル設．汁娃物帥糾軋平面図  
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TabJe3 部材の設計クライテリア，構造規定と設．汁依  （×103T）  

クライテリア   設 計 値   

長 期   瑚≦0．33ノ1。汽   0．3ノ1「長山下  

メカニス、ム咋  0．2几≦凡l≦0．55凡  －0．198凡～0．533爪  

柱  －0．6凡～≦凡n2隋以上  0．591几」E以卜   
軸  
力  」0．7凡r≦八㌦1階   0．647Ⅳか以卜  

比        】レベル2応答時  

－0．6八㌔f≦∧㌦’   －0．305凡′以卜 

0．7几1r≦∧㌦’   －0．332凡′以卜  

柱曲げ耐力  ノ吼∴晩≧1．4   1．4 じ＝二   

力  柱せん断耐力  QuノQm≧1．3   1，3射以上   

余  はりせん断耐力  （q√1見）Q，乃≧1．1  1．11日．卜  
裕  柱・はり接合部  ち以′√√肯≧1・1   1．10日仁  

構 造 規 定   ．設 i汁  肺  

i三筋比P／   0．4％≦P～≦2．0％   0．6チ占～1．892％  

筋比 し   レ≧0．6（省く15％）  0．667以上  

レ≧0．8（Pと≧15％）  0．857．以ト   

り  せん断柿強筋比  0．4％かつ0．05打q押  0．5289占以卜  
Pul  以上   

主筋比島   0▲8？ら≦島≦4▲0㌔  1．268％、3．378％  

引鍛鉄筋此P亡  Pf≦0．8？占   0．704％以■卜  

柱                せん断補強筋比  J㌔≧0．2％   0．2％以仁  

P打  島，≧0．6ヴ占 （1作目  0．625㌔以仁   

柱内通L筋長さ  24訊1卜   24．3d以仁   

Fig．4 層せん断カー層間変位曲線  

の曲げ降伏先行形並びに許容する部材位置以外に降伏ヒ  

ンジが発生していないことを確認した．  

3－5 質点系弾塑性地震応答解析   

建物全体の地震時の応答性状を把捉し，而慣性能の目  

標を満足していることを確認するために，質点系応答解  

析を行った．解析モデルは，地上の各階床位置に質量を  

集中させた25質点とした基礎固定モデルとした．各層の  

剛性は等価曲げせん断型として評価した．各層の復元力  

特性は曲げ剛性は弾性とし，せん断剛性は静的弾塑性解  

析より求めたスケルトンカーブを終局耐力暗までの地震  

エネルギー吸収がほぼ等しくなるように考慮して，Tr卜  

1inear型にモデル化した．履歴特性は架構の実験結果を  

参考にしてFig．6に示す修正D－Tri型とした．減衰は  

内部粘性減衰型とし，減衰定数は瞬間剛性に対して3％  

とした．入力地震軌は，TabJe4に示す観測波4種類と  

し，入力最大速度値をレベル1（25cm／s），レベル2（50  

cm／s）とした．Fig．7に固有周期及び刺激関数を示す．  

1次固有周期は1．23秒である．Fig．8～10に各地爵皮  

に対する応答結果を示す∴耐露性能の目標に対する応答  

結果をTable5に示す．最大層間変形角，層の塑性率共  

に目標を満足している．Fjg．11に各層のスケルトンカ  

ーブ上に最大応答値をプロットして示した．レベル2の  

入力時でも層の降伏点には達していない．  

3－6 平面架構による弾塑性地震応答解析   

全体架構の中から代表的な架構として，側（外周）架  

構を取り出し，各階床は剛床とし，1階柱脚部を国是と  

した25層5スパンの平面架構として解析を行った．柱，  

はり部材は両端に剛塑性回転ばねを有し，中央部は曲げ，  

せん断，軸剛性とも弾性とし，部材の降伏は材端のみに  

生ずるものとした．材端ばねの弾塑性定数は静的弾塑性  

解析に用いたものと同じである．柱，はりの曲げの復元  

力特性は，ひび割れを第1析点，降伏を第2折点とする  

修正Takedaモデルとした．柱・はり接合部のせん断の  

86   

はりの曲げの復元力特性は，既往の実験式，理論式等よ  

りTri－1inear型とし，柱はり接合部のせん断の復元力  

特性は降伏を折点とするBi－1inear型としている．水  

平外力は1次設計用地震力に比例する漸増荷重とした．  

荷重一層間変位曲線はFig．4に示すように，各階とも安  

定したカーブであり，目標耐力以後も耐力は上昇してお  

り，充分な耐力が期待できる．代表袈構のひび割れヒン  

ジ発生より降伏ヒンジ発生にいたる崩壊過程をFig．5  

に示す．ステップ1は1次設計用地震力時であり，ステ  

ップ1．5は目標保有水平耐力時である．崩壊過程の概要  

は以下の通りである．ステップ1では最大層間変形角は  

1／316rad（15階）であり，この時点ではいづれの部材に  

も降伏ヒンジは発生していない．はりの曲げ降伏はステ  

ップ1．4で始まる．ステップ15では最大層間変形角は1／  

142rad（15階）であり，最も発生数の多い階（6階）で  

40％のはりに曲げ降伏が発生しているが，柱には降伏ヒ  

ンジは発生していない．1階引張側柱柱朋の曲げ降伏は  

ステップ1．6で始まる．ステップ1．75では最大層間変形  

角は1／89rad（8階）で1／100radを越えているが，はり  

の曲げ降伏は全体の60％であり，柱は外柱柱脚以外は曲  

げ降伏していない．ステップ1．85では最大層間変形角は  

1／61rad（8階）となるが，はりの曲げ降伏は全体の70  

％であり，柱は1階柱脚の一部が曲げ降伏せず，全体崩  

壊メカニズムは形成されていない．以上の崩壊過程図よ  

り，本耐震設計法の方針とした尭構の崩壊形であるはり  
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LOAD FACTOR1850  

COLLAPSE MECHANrSM  
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●曲げ降伏ヒンジ  Fig．5 ひび割れ及び降伏ヒンジ発生過程  

Table4 解析別人力地震垂加皮形  
M   H   H  

和   H  

凹   ／   H  

H  

H  

〃  

H  

Ⅶ  
3次l   ＼2次   1次  

＼  ／  

／  

M   ＼／  

肌  

世  
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Tl＝1．  

T2＝0．  ＝／  

T3＝0．   い／  

Ⅶ  

〟  

〟  

〝  

）n  －1．0  0  1．0  2   

25川・s川、11  
地 寅 軌 れ 称  加1速l曳植gal   

エルセントロ  1940   255   510  

タ  フ ト  1952   
H  248  496  

東  タi（101 1956  
NS   H  484  

Table5 耐震性能のH標と弾塑性地震応答解析結  
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Q抑⊥r  
Å五＝  ＋  

Fig．7 固有同期，刺激関数   

り〃汀uつ／ノ  

q）セ姑l  
柑＝餉二元  

Fig．6 D・Tr理の復元功特性  
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Fig．8 最大応答層せん断力係数  
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Fig．9 最大応答層間変形  
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5に耐寓性能の目標を満足していることを表として示し  
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Fig．11各層の復元力特性と応答値   

復元力梓性は，降伏を折点とするBi－1inear型とし，履  

歴ルールは原点指向型とした．減衰は内吾騨占限成衰型と  

し，減衰定数は瞬間剛性に対して3％とする．人力地  

震勤は，質点系地震応答解析で応答値が最も大きいタフ  

ト1952EWとし，人力最大速度振幅は50cm／sとし1：．  

Fig．12にヒンジ発生状況を示す．柱，はりのほとんど  

にひび割れが生じ はりの十師二降伏ヒンジが発生して  

いるが，柱には降伏ヒンジは発生していない．各部材の  

最大応答応力は本文では掲載していないが，隅柱1階の  

変垂塘由力の最大値は，圧縮時で0．46凡，引張時で－0．10  

凡程度となっている．Fig．13に最大応答層間変形角を  

示す．・また同図には比較のため，等価曲げ・せん断型質  

点モデルの応答結果を併せて示した．平面架構モデルの  

最大層間変形角は18階で1／123である．最後にTable   

89  

5．550  5．550  5，550  5．550  5，550  

XI X2   X3  X4   X5   X（；  

Fig．12 ヒンジ発生状況（50cm／s）   
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18  

○質点系地喪応答解析  
17  

亀   す  

16  

50c叩′ノsee   耐束性能の目標値   
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詣  
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Fig．13 最大応答層間変位  
平面架構応答角抑綿吉果とその比較  

§4．あとがき  

くNH－RC〉構法の開発に当たり，筑波大学園部教授  

に指導をお願いし，㈱九段建築研究所に共同開発者とし  

て協力を得ました．開発当初は先行会社も数社で，公表  

された資料も少なく，又解析プログラムも開発途中であ  

ったが，各担当者の努力により何とか基樹勺な開発を終  

えることが出来た．なお超高層RC造は開発途上の構造  

であり，本文に掲載した耐震設計法は現時点でのものと  

考えています．そのために今後もレベルアップを計りつ  

つ，改良を加え完成をめざす予定です．   
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